


    悩み

     退院後3か月で仕事に復帰したが、体調がすぐれないときや、休んでいたあいだのブランクに焦りを感じたり、重いものがもてないことなどで、ずいぶん周囲に気を遣った。 


    助言

    
              【協力を求めましょう】




  
  周囲の人は、治療がどんな影響をもたらすのか、あなたがどういうことに不自由を感じているのか、“教えてもらわないと分からない”と思っているかもしれません。回復途中にあるときは、状況が変化するのでなおさらです。
協力してほしいことは、あなたから口にだすようにしてみましょう。周囲の人が負担に思うことは少なく、あなた自身の思いを聞くことで、あなたのことをより理解できるようになると思います。
治療後の体と社会生活の適応をはかっていくとき、予想しない問題にぶつかったような気持ちをもったり、気疲れしたりすることがあるかもしれませんが、少し前のことを振り返ってみると、回復を感じられると思います。
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